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前田建設ら３社／１０月に共同持ち株会社設立／社長は前田建設・岐部一誠氏

前田建設と前田道路、前田製作所の３社は１４日、１０月１日に設立する共同持ち株会社の名称が「イン

フロニア・ホールディングス（ＨＤ）」に決まったと発表した。

資本金は２００億円。会長に前田建設の前田操治社長、代表執行役社長に前田建設の岐部一誠取締役兼専

務執行役員が就任する予定。新会社の取締役９人は３社が６月に開催予定の定時株主総会の承認で決ま

る。９人の執行役は１０月１日に開く新会社の取締役会で正式決定する。インフロニアＨＤは１０月１日

付で東証１部に新規上場。事業会社になる３社は９月２９日に上場を廃止する計画だ。

同日開いた各社の取締役会で経営統合契約を承認し、株式移転計画を共同で作成した。３社の連携を強め

ることで経営環境の変化に対応可能な強固な経営基盤を構築。グループ全体でのシナジー（相乗効果）発

揮を狙う。

同日発表したＨＤ設立に向けた中長期経営ビジョンでは、３１年３月期の連結業績目標として営業利益１

０００億円以上（２２年３月期予想５０５億円）、純利益７００億円（３６０億円）以上を設定した。
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主要ゼネコン２７社／２１年３月期決算／２１社が減収、海外工事の中断など影響

主要ゼネコン２７社の２０２１年３月期決算が１４日に出そろった。連結ベースの売上高はコロナ禍に伴

う国内、海外工事の一時中断などの影響を受け２４社が減収。本業のもうけを示す営業利益も１７社が減

少した。堅調に推移する国内官庁工事に加え、コロナ禍で低迷した民間投資も徐々に回復との見通しか

ら、２２年３月期の連結業績予想は１７社が増収を見込む。

　手持ち工事の順調な消化などで前田建設と熊谷組、ピーエス三菱の３社が増収を記録した。営業増益は

前田建設や熊谷組、フジタ、安藤ハザマなど１０社。

　工事の採算性を示す単体の完成工事総利益（粗利益）率は、公表しているゼネコンのうち９社が前期の

実績を下回った。ただ「設計変更による請負金増加や原価圧縮などで大幅に改善した」（大林組）ことな

どを背景に、１６社が２桁の高水準となった。

　業績の先行指標となる単体受注高はコロナ禍に伴う国内民間投資の冷え込みや海外工事の大幅減などで

１５社が減少した。三井住友建設など大型受注が相次いだ前期の反動減を理由に挙げる企業も多かった。

「シンガポールや香港で大型工事の受注増が寄与した」（五洋建設）ことなどで、１１社が受注を伸ばし

た。

　コロナ禍の影響は、国内で今後も限定的と見る企業が多い。海外は大半の工事が再開し、北米などで今

期は投資が回復すると見る。国内工事が横ばいで推移する中、海外事業の回復などを理由に２２年３月期

は受注増を見込む企業が目立っている。

　新型コロナウイルスの収束にめどが付かず、民間設備投資の動向には不透明感が漂う。準大手、中堅ゼ

ネコンには競争激化を懸念する声もある。一方で「コロナ禍の影響は一部。（中小規模案件も）２０年度

下期からは受注は回復に向かい、大きく落ち込んだ感じはない」（大手ゼネコン）との声もあり、競争環

境への受け止めはまだら模様だ。

　２１年度から中期経営計画がスタートするゼネコンも多い。次の成長基盤をどう築き上げていくのか。

他社の一歩先を行く取り組みが求められそうだ。
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